
巡検報 告

下 北 半 島 (式 教 官)

昭和40年8月25日～28日 4年

本州の最北端に位置する下北半島はそ¢地理的位置や社会的要因によD, 日本の後進地域又は辺

襲地域として 各方面から調査対象地域に選ばれ最近では 〝ォシラサン〝 という祭紀集田に関して

もマスコ号でとb上げられている｡

私達がこの地域の巡検を行在ったのは昨年の8月25日 - 26日の4日間であった｡4日間の

調査期間では地域の辺鍵的性格について明確には把達 しえ夜かった杓 各部落が時の流れと共に各

各の方向に動きつつある事を知る事ができ, 興味琴いことであった｡

下北半島には四国香川県と同 じ位の広さをもつ東通村という独立椴舵をもった村落共同体が現在

も残っている｡その中には更搾部落が29あD,その各々の部落が参せb結合関路をもたず独自の

機舵をもち 地域性を形成している｡

東通村全体から産業鱒鴎 ^口比をみると,廃業 80%,漁業50%,林業 10%という数字を

示す和 漁菜の示すこの数字はここ数年大きく変 ったものとみられる0

私達が調査した晃亀 尻鶏 猿ケ森の部落では かっては 臨海村として同じ様な機能を持ってい

たo然 L, にしん漁場の衰遇 的ケ岳噴火によbコンプがとれな(なった亀 又防衛亨が試射場を

壌鼓した為に漁場が破壊された車等の原因によD, 明らかに違った方向-と.移行しつつある｡

･尻労では男子の過剰労働力を出稼ぎという消極的態寮で解消L}'女 子供が自給程度の盛業を行
在っている｡猿ケ森では凍ケ森納崖が破壊盲れた為 細魚の方向へ向かいっつある｡但し 尻畠の

みは,漁業を上述した点は定職 次鞄 享男という家族労助力の供給をう均 更把高度Cj方向-と

進みつつある｡一漁韓の比がb:4であったのが8:2という比率に変D, 漁村としての機舵を強化

している｡

以上の様に三部落のみでは説明 も不充分ではあるが',時の締れと共に,今迄の地域性を更に強化

している畜喝 達.,た方向つと移少つつある部落 (この場合樺数的に)又逆に現在の放能を樹壊し

つつある轟緒 と,準白の方向を決定しつつ参る｡ この様を事は決 して下北半島のみでみられる事実

ではないかもしれないO (4学年 畑 野)

奈 良 盆 地 (渡 辺 教 官)

昭和40年 10月

41



渡辺先生の引裂そよD,私達 2年生一行 目 名 秋休みを利用して奈良盆地の巡検をしましたO

この度の巡検は2年生の前期がやっとすんだばかDで専門知練に乏しいということもあって 日本

の文化の発祥地T,地理学的把もtypicAlしなものの多い奈良盆地全体を自然的にも̂ 文的に

もあらゆる角度から見よう, ということで出かけました｡ しかLl もちろん奈良盆地全てを調べた

ガ網 漁 も盆地内での特色ある地奴を選びました｡行 墳 地域は次の如く玩 ,1#部落(脚肺 )令

揮‡稗山(大和郡山市内)大和郡山市内｡一奈良盆地の自然は地形的には西側を生駒 金剛の輯動地

塊の均塁山地にょって大阪側 とさえぎらTL 東側は大和高原の断層亀 西南は葛城地塁の断層庵に

よって謝せれた断層湖盆地です｡私たちが行った小林部落は御所市西北萌 す('背後が葛喝 金剛

山脈の断層崖と覆っておD, ここで実際の断層庵を見たわけです｡この断層庵の前面にはgran

iteの磯からできた扇状地が発達していち この上を流れている急流河川のため谷が形成盲れで

かD,断層状に何段にもなっていました｡いわゆる眉毛状断層です｡,J､林部落はこのような上に集

落を形成していました｡帰bは軌所駅まで歩きましたが,その途上 近鼓特有の大和棟を持った家

々があちこちに見らZt 柿の赤い実と大和棟との取b合せが何とも云えない日本^の細愁を誘Vl

大和だな-と思ったものです｡このようを地形条件の もとにある盆地内には東商,南北に直貿する

遺鞄 それに沿ってある集鞄 海鴨 耕地をど古い条里制 の名残Dが各地に見られましたO

その中で今井町は発虫朗こは寺内町 形態的には環濠集落の町T,寺院を中心として方四町 ど

ぼん目の街区を持ち 周囲に毅と土居をめぐらしています｡元来は島民が主体たったのですが,油

座として発展L,古い中世の瓦の特数である本ぶ さの瓦の屋根を持った家屋がぎっLbと立ち遊び,

中でも豪商の強勢ぶDを思わせる八つ棟作Dの屋根と壁のbっばを紋章を持った家が俊美な外観を.

皇していました.渡辺先生のお話では今から7年前にやって来た時とちっとも変ってhをVb との

ことでしたが, さにあら句 7年どころか古い中世か､ら全然変化していないみたいて どうかする

と私達が中世にたちもどった様な錯覚を受けたものです020世紀の文化がこの町にだけ入b'こ填ず

現在に至った様な感じでした｡

次に稗田-行きましたカ与 この町も環濠集落の典型的なものです｡丁一見した町の感じでは集落の

回別に猿が設けらへ 一つの集落として完全に孤立 しているよう雪 中は狭い小路でへだてられて

いるのです｡ここも盆地内の他地域と同じく農村家内工業が入bこんでし六 る とのことでしたが町

の中はシーンとしてhrt;万乗の蔦 稗田阿礼か誰ぞが和歌改んぞ作っている光寮にぶつかbはし

恋いカキ というようを気密かこさせる所でした｡ち改みにここ稗田は稗田阿礼に開院あるとかない

とか･･････ ここ稗田から黄金色 あるいは刈入れを行覆っている出んほの中を軌へて15分包 郡

山市の中心部に出せした｡金魚養殖として有名をこの市は発生的には城下町で,金魚養殖 も藩の政
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策として始められたとe:jことでした｡町の中心静ま城下町の名残拍 三見 ら巧 現在は繊維産業が主

な産業です｡そして周辺の農村部で農家の剤菜として前に述べた金魚蕃聴が行覆われているのです｡

以上 私達の奈良盆地巡検は終Dましたが,京阪神の近郊地域 とい う性格を持った奈良盆地は外

見的には大 きを工場 も夜くI あ(壇でも古い文化の名残Dを留O,静か略 のんぴDとしているよ

うですが, その内部では刻一刻と新しVl変化が生 じているのではないかと思いました｡

(5学年 小 倉 )

渥 美 半 島 か ら糸 魚 川 へ (正 井 教 官 )

昭和41年 5月8- 11日

正井先生と1年生 14名で 日本列島を横断する目的で, 5月8日に東京を〉出発ILた｡

第 1日の5月8日は渥美半島の土田で花井款曙を見学した｡ もともと漁村だったこの村は花井栽

培に転 Ll 現在では自動車遅速の発達によD, 夜出荷 して翌朝東京の市場-出している｡電照菊を

中心喝 ストック, キンギョ草,夏にはメロン, トマ トの栽培を行なっている.その他太平洋を夜

がめ, いわゆる表日本式気院地域の植生と家屋の噂軟の観察も行なった0

第2日目の8日vf, 畳橋一徳本間における主に車窓か らの観察｡天龍峡と辰野で途中下車L, 防

風鴨 積雪状鶴 段ち 桑園 (扇状塊 ), 冬作物の種類とその状態等を主に観察した｡

10日と11日は前日の観察事項の他 中部日本の典型的盤山村と深雪地常にかhT, 雁木 中

門 横木 防雪林 防雪さく,雪がこい い ンネル入｡), 流雪海等を観察 した｡この両日には日

本海を眺めT,轟日本式気候地域の全体的把鐘を行覆ったのであるo･

糸魚川-の途中 ｢やをば｣で途中下卑 主に積雪状態を調べた｡ 5月の中頃だったので,雪鴫

20m位の床さであD,融雪水が道路にあふTLでいた.さらに信濃四 ㌢谷 (北アルプス登山口)で

も下車 Ll 医の信塵森上駅まで歩いた｡アルプスの山舟を臨ち 都会の雑踏を忘へ さわやか盲を

味わった｡太平洋を臨んだ時は雨がしとしとと降IDて肌寒(, 日本海に出た時には,･晴天で風は強

かったが, かなか暖か く, 予想とは全 く連の状態であったO.巡検の慶庵に地理学-の興味が湧いて

くるようであれ,皆次第に地理学に熱中していくことであろ う｡た馬 そのために私達舟も 狭い穀

の中に閉じ込 もる^間にならをいように絶えず注意 したい｡ (2学年 森 山 )
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